
社会福祉学科　社会福祉コース　専門教育科目（B類） 別表１３

春 秋 春 秋

□ 聖徳教育Ⅰ 1 ○ ○ ○ ○ ○

□ 聖徳教育Ⅱ 1 ○ ○ ○ ○ ○

□ 小笠原流礼法基礎講座 2

□ 社会福祉学Ⅰ(含職業指導) 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

□ 諸外国の社会福祉Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 諸外国の社会福祉Ⅱ 2 ○ ○ ○

□ 社会学 2 ○ ○ ○ ○

□ 社会福祉演習 演 2 ○ ○ ○

□ 卒業論文 3 ○ ○ ○

□ 社会調査法Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

□ 社会調査法Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○

□ 児童福祉学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○

□ 医学一般Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○

□ 医学一般Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○

□ 心理学 2 ○ ○ ○ ○ ○

□ 倫理学 2 ○ ○

□ 法学 2 ○ ○

□ 社会福祉学Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○

□ 社会保障論Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 社会保障論Ⅱ 2 ○ ○ ○

□ 保健医療制度論 2 ○ ○ ○

□ 医療ソーシャルワーク論 2 ○

□ ソーシャルワークの基盤と専門職 2 ○ ○ ○ ○

□ ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） 2 ○ ○ ○

□ ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

□ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 2 ○ ○ ○

□ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 2 ○ ○ ○

□ 社会福祉援助技術総論Ⅰ 2 ○ ○

□ 社会福祉援助技術総論Ⅱ 2 ○ ○

□ 保育原理Ⅰ 2 ○ ○

□ 保育者論 2 ○ ○

□ 乳児保育Ⅰ 2 ○ ○

□ 乳児保育Ⅱ 演 1 ○ ○

□ 社会的養護Ⅰ 2 ○ ○

□ 社会的養護Ⅱ 演 1 ○ ○

□ 福祉計画論 2 ○

□ 社会福祉運営管理論 2 ○ ○

□ 社会福祉行財政論 2 ○

□ 介護概論Ⅰ 2 ○ ○

□ 介護概論Ⅱ 2 ○

□ 介護技術 演 1 ○ ○

□ 児童福祉学Ⅱ 2 ○ ○

□ 地域福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 地域福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○

□ 公的扶助論 2 ○ ○

□ 障害福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

□ 障害福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○

□ 障害児保育 演 2 ○ ○

□ 高齢者福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 高齢者福祉論Ⅱ 2 ○ ○

□ 就労支援論 2 ○

□ 更生保護制度論 2 ○ ○ ○

□ 精神保健福祉の原理Ⅰ 2 ○ ○

□ 精神保健福祉の原理Ⅱ 2 ○ ○

□ 精神障害リハビリテーション論 2 ○ ○

□ 精神保健福祉制度論 2 ○ ○

□ ソーシャルワーク演習 演 1 ○ ○

□ 社会福祉援助技術演習Ⅰ 演 1 ○ ○

□ 社会福祉援助技術演習Ⅱ 演 2 ○ ◎

□ 社会福祉援助技術演習Ⅲ 演 1 ○ ○

　この学科の編入学生の卒業要件は、全学共通科目・学科必修科目３１単位に加え、学科選択科目より３３単位以上履修し、計６４単位以上
単位を修得すること。
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社会福祉学科　社会福祉コース　専門教育科目（B類） 別表１３

春 秋 春 秋
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□ 社会福祉援助技術現場実習 実 6 ○ ○ ○ ○

□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 1 ○ ○ ○

□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 1 ○ ○ ○

□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ 1 ○ ○ ○

□ 精神保健福祉援助演習（基礎） 演 1 ○ ○

□ 精神保健福祉援助演習Ⅰ 演 1 ○ ○

□ 精神保健福祉援助演習Ⅱ 演 1 ○ ○

□ 精神保健福祉援助演習Ⅲ 演 1 ○ ○

□ 精神保健福祉援助実習 実 5 ○ ○ ○

□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 1 ○ ○

□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 1 ○ ○

□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅲ 1 ○ ○

□ 精神保健福祉援助実習 実 5 ○
□ 保育内容総論 2 ○

□ 保育内容指導法Ⅰ 演 1 ○ ○ 健康

□ 保育内容指導法Ⅱ 演 1 ○ ○ 健康

□ 保育内容指導法Ⅲ 演 1 ○ ○ 人間関係

□ 保育内容指導法Ⅳ 演 1 ○ ○ 人間関係

□ 保育内容指導法Ⅴ 演 1 ○ ○ 環境

□ 保育内容指導法Ⅵ 演 1 ○ ○ 環境

□ 保育内容指導法Ⅶ 演 1 ○ ○ 言葉

□ 保育内容指導法Ⅷ 演 1 ○ ○ 言葉

□ 保育内容指導法Ⅸ 演 1 ○ ○ 音楽

□ 保育内容指導法Ⅹ 演 1 ○ ○ 音楽

□ 保育内容指導法ⅩⅠ 演 1 ○ ○ 造形

□ 保育内容指導法ⅩⅡ 演 1 ○ ○ 造形

□ 保育課程論 2 ○ ○

□ 子育て支援 演 1 ○ ○

□ 保育実習Ⅰ（保育所） 実 2 ○ ○

□ 保育実習Ⅰ（施設） 実 2 ○ ○

□ 保育実習Ⅱ（保育所） 実 2 △ ○

□ 保育実習Ⅲ（施設） 実 2 ▲ ○

□ 保育実習指導Ⅰ 演 1 ○ ○ ○

□ 保育実習指導Ⅱ（保育所） 演 1 △ ○

□ 保育実習指導Ⅲ（施設） 演 1 ▲ ○

□ 保育技能Ⅰ 実 2 ○ ○ ○ 音楽実技

□ 保育技能Ⅱ 実 2 ○ ○ ○ 音楽実技

□ 保育技能Ⅲ 演 1 ○ ○ 音楽理論

□ 保育技能Ⅳ 演 1 ○ ○ 音楽理論

□ 保育技能Ⅴ 演 1 ○ ○ 図画工作

□ 保育技能Ⅵ 演 1 ○ ○ 図画工作

□ 保育技能Ⅶ 演 1 ○ ○ 専門体育

□ 保育技能Ⅷ 演 1 ○ ○ 専門体育

□ 保育技能Ⅸ 演 1 ○ ○ 児童文化

□ 保育技能Ⅹ 演 1 ○ ○ 児童文化

□ 保育技能ⅩⅠ 演 1 ○ ○ 児童文化

□ 保育実践演習 演 2 ○ ○

□ 介護実習Ⅰ 実 2 ○ ○

□ こころとからだのしくみⅠ 2 ○ ○

□ こころとからだのしくみⅡ 2 ○ ○

□ 精神医学 4 ○ ○ ○

□ 精神保健学Ⅰ 2 ○ ○

□ 精神保健学Ⅱ 2 ○ ○

□ 子どもの保健 2 ○ ○

□ 子どもの健康と安全 実 1 ○ ○

□ 養護概説 2 ○ ○

□ 学校保健Ⅰ 2 ○ ○

□ 学校保健Ⅱ 2 ○ ○

□ 健康相談活動 2 ○ ○

□ 健康科学 2 ○ ○

□ 衛生学 2 ○ ○

□ 公衆衛生学 2 ○ ○

□ 免疫学 2 ○ ○

□ 解剖生理学 2 ○ ○

□ 基礎看護 2 ○ ○

□ 小児看護 2 ○ ○

□ 成人看護 2 ○ ○

□ 学校救急看護 2 ○ ○

□ 精神看護 2 ○ ○

□ 看護実習 実 1 ○ ○ ○

□ 精神保健 2 ○ ○

□ 母性保健 2 ○ ○
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社会福祉学科　社会福祉コース　専門教育科目（B類） 別表１３

春 秋 春 秋
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□ 保育の心理学 2 ○ ○

□ 子ども家庭支援の心理学 演 2 ○ ○

□ 子どもの理解と援助 演 1 ○ ○

□ 発達心理学Ⅰ 2 ○ ★

□ 発達心理学Ⅱ 2 ○

□ 教育心理学 2 ○ ★

□ 家族援助論 2 ○ ○

□ 栄養学 2 ○ ○

□ 食品学 2 ○ ○

□ 子どもの食と栄養 演 2 ○ ○

□ 権利擁護と成年後見制度 2 ○ ○ ○

□ 教育原理 2 ○ ○ ★

□ 環境論 2 ○

□ 社会福祉学特論Ⅰ 2 ○

□ 社会福祉学特論Ⅱ 2 ○

□ 社会福祉学特論Ⅲ 2 ○

265 31 72 70 48 70 37

【授業の方法】演：演習、実：実験・実習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。◎印は開講時期に週２コマの授業があることをさす。

　　1.社会福祉士受験資格を取得しようとする者は、卒業要件に加えて社会福祉士欄に○印の付いている科目をすべて履修すること。

　　6．備考欄の★の科目は、教員免許状を取得する場合、別表34において発達心理学Ⅰ＝発達心理学、教育心理学＝教育心理学、
　　　　教育原理＝教育基礎論の単位に充当する。

　　7.各科目の履修期については、学期毎に配布する時間割表を確認すること。

学
科
選
択
科
目

　　2.精神保健福祉士受験資格を取得しようとする者は、卒業要件に加えて精神保健福祉士欄に○印が付いている科目をすべて履修すること。

　　3.高等学校教諭一種免許状（福祉）を取得しようとする者は、卒業要件に加えて高免福祉欄に○印が付いている科目をすべて履修する
　　　  ほか、別表２４、２５に記載のとおり履修すること。

　　4.保育士の資格を取得しようとする者は、
　　（1）卒業要件に加えて保育士欄に○印がついている科目をすべて
　　（2）△保育実習Ⅱ（保育所）・△保育実習指導Ⅱ（保育所）または▲保育実習Ⅲ（施設）・▲保育実習指導Ⅲ（施設）いずれかの組み合わせ
　　（3）全学共通科目の「小笠原流礼法基礎講座」を履修すること
　　　また、編入前の学校等において、英語２単位、体育２単位を履修していない場合は「英語Ⅰ」・「英語Ⅱ」・「基礎専門体育Ⅰ」
  　  ・「基礎専門体育Ⅱ」を履修すること。

　　5．養護教諭一種免許状を取得しようとする者は、卒業要件に加えて養護教諭欄に○印がついている科目をすべて履修するほか、
　　　　別表２４、２５に記載のとおり履修すること。
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社会福祉学科　介護福祉コース　専門教育科目（B類） 別表１４

春 秋 春 秋

□ 聖徳教育Ⅰ 1 ○ ○ ○ ○ ○

□ 聖徳教育Ⅱ 1 ○ ○ ○ ○ ○

□ 小笠原流礼法基礎講座 2

□ 社会福祉学Ⅰ(含職業指導) 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 諸外国の社会福祉Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 諸外国の社会福祉Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 社会学 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 社会福祉演習（養護・保育演習含む） 演 2 ○ ○ ○
□ 卒業論文 3 ○ ○ ○
□ 社会調査法Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 社会調査法Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 児童福祉学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 医学一般Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 医学一般Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 心理学 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
□ 倫理学 2 ○ ○ ○
□ 法学 2 ○ ○ ○
□ 社会福祉学Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○
□ 社会保障論Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ 社会保障論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 保健医療制度論 2 ○ ○ ○
□ 医療ソーシャルワーク論 2 ○
□ ソーシャルワークの基盤と専門職 2 ○ ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） 2 ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術総論Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術総論Ⅱ 2 ○ ○
□ 福祉計画論 2 ○
□ 社会福祉運営管理論 2 ○ ○
□ 社会福祉行財政論 2 ○
□ 介護概論Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 介護概論Ⅱ 2 ○ ○
□ 介護福祉専門職論Ⅰ 2 ○ ○
□ 介護福祉専門職論Ⅱ 2 ○ ○
□ 介護福祉専門職論Ⅲ 2 ○ ○
□ セーフティマネジメント論 2 ○ ○
□ 介護技術 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅳ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅴ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅵ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅶ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅷ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅸ 演 1 ○ ○
□ 生活支援技術Ⅹ 演 1 ○ ○
□ 介護におけるコミュニケーションの基本Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 介護におけるコミュニケーションの基本Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 介護過程Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 介護過程Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 介護過程Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 介護事例研究Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 介護事例研究Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 介護福祉管理論 演 1 ○ ○
□ 児童福祉学Ⅱ 2 ○ ○
□ 地域福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○
□ 地域福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 公的扶助論 2 ※ ○ ○ ※下記参照
□ 障害福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○
□ 障害福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 高齢者福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○
□ 高齢者福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○
□ 就労支援論 2 ○
□ 更生保護制度論 2 ○ ○ ○
□ 精神保健福祉の原理Ⅰ 2 ○ ○
□ 精神保健福祉の原理Ⅱ 2 ○ ○
□ 精神障害リハビリテーション論 2 ○ ○
□ 精神保健福祉制度論 2 ○ ○
□ ソーシャルワーク演習 演 1 ○ ○
□ 社会福祉援助技術演習Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 社会福祉援助技術演習Ⅱ 演 2 ○ ◎
□ 社会福祉援助技術演習Ⅲ 演 1 ○ ○

3年 4年

全学共
通科目

学
科
必
修
科
目

学
科
選
択
科
目

　この学科の編入学生の卒業要件は、聖徳教育科目・卒業必修科目３１単位に加え、その他の科目より３３単位以上履修し、計６４単位以
上単位を修得すること。

区
分

チ

ェ
ッ
ク
欄

授業科目

授
業
の
方
法

単
位
数

卒
業
必
修

介
護
福
祉
士

社
会
福
祉
士

精

神

保

健

福

祉

士

高

一

免

(

福

祉

)

養
護
教
諭

履修年次

備考
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社会福祉学科　介護福祉コース　専門教育科目（B類） 別表１４

春 秋 春 秋

3年 4年区
分

チ

ェ
ッ
ク
欄

授業科目

授
業
の
方
法

単
位
数

卒
業
必
修

介
護
福
祉
士

社
会
福
祉
士

精

神

保

健

福

祉

士

高

一

免

(

福

祉

)

養
護
教
諭

履修年次

備考

□ 社会福祉援助技術現場実習 実 6 ○ ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 1 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 1 ○ ○ ○
□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ 1 ○ ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習（基礎） 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習Ⅰ 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助演習Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅲ 1 ○ ○
□ 精神保健福祉援助実習 実 5 ○ Ⅰ（通所介護）
□ 介護実習Ⅰ 実 2 ○ ○ ○ Ⅰ（介護老人福祉施設）

□ 介護実習Ⅱ 実 2 ○ ○ Ⅰ（訪問介護）
□ 介護実習Ⅲ 実 2 ○ ○ Ⅱ　障害者支援施設
□ 介護実習Ⅳ 実 4 ○ ○ Ⅲ　介護老人保健施設

□ 介護総合演習Ⅰ 演 1 ○ ○ Ⅳ　介護老人福祉施設

□ 介護総合演習Ⅱ 演 1 ○ ○
□ 介護総合演習Ⅲ 演 1 ○ ○
□ 介護総合演習Ⅳ 演 1 ○ ○
□ こころとからだのしくみⅠ 2 ○ ○ ○
□ こころとからだのしくみⅡ 2 ○ ○ ○
□ 医療的ケアⅠ 2 ○ ○
□ 医療的ケアⅡ 2 ○ ○
□ 医療的ケアⅢ 2 ○ ○
□ 医療的ケアⅣ 演 1 ○ ○
□ 精神医学Ⅰ 2 ○ ○
□ 精神医学Ⅱ 2 ○ ○
□ 精神保健学Ⅰ 2 ○ ○
□ 精神保健学Ⅱ 2 ○ ○
□ 養護概説 2 ○ ○
□ 学校保健Ⅰ 2 ○ ○
□ 学校保健Ⅱ 2 ○ ○
□ 健康相談活動 2 ○ ○
□ 健康科学 2 ○ ○
□ 衛生学 2 ○ ○
□ 公衆衛生学 2 ○ ○
□ 免疫学 2 ○ ○
□ 解剖生理学 2 ○ ○
□ 基礎看護 2 ○ ○
□ 小児看護 2 ○ ○
□ 成人看護 2 ○ ○
□ 学校救急看護 2 ○ ○
□ 精神看護 2 ○ ○
□ 看護実習 実 1 ○ ○ ○
□ 精神保健 2 ○ ○
□ 母性保健 2 ○ ○
□ 発達心理学Ⅰ 2 ○ ★
□ 発達心理学Ⅱ 2 ○
□ 教育心理学 2 ○ ★
□ 高齢者の心理 2 ○ ○
□ 障害者の心理 2 ○ ○
□ 家族援助論 2 ○ ○
□ 栄養学 2 ○ ○
□ 食品学 2 ○ ○
□ 権利擁護と成年後見制度 2 ○ ○ ○
□ 教育原理 2 ○ ★
□ 環境論 2 ○
□ 社会福祉学特論Ⅰ 2 ○
□ 社会福祉学特論Ⅱ 2 ○
□ 社会福祉学特論Ⅲ 2 ○

244 31 87 72 70 48 37

備考欄の★の科目は、発達心理学Ⅰ＝発達心理学、教育心理学＝教育心理学、教育原理＝教育基礎論の教職関係科目の単位
として充当することが出来ます。

※「公的扶助論」生活保護法等重要な法案を学ぶ必要があるため、可能な限り履修してください。

【授業の方法】演：演習、実：実験・実習、無印：講義をさす。
【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。◎印は開講時期に週２コマの授業があることをさす。

1.介護福祉士受験資格を取得しようとする者は、卒業要件に加えて介護福祉士欄に○印の付いている科目をすべて履修すること。
2.社会福祉士受験資格を取得しようとする者は、卒業要件に加えて社会福祉士欄に○印の付いている科目をすべて履修すること。

5.養護教諭一種免許状を取得しようとする者は、卒業要件に加えて養護教諭欄に○印がついている科目をすべて履修するほか、
   別表２４、２５に記載のとおり履修すること。
6.備考欄の★の科目は、教員免許状を取得する場合、別表24において発達心理学Ⅰ＝発達心理学、教育心理学＝教育心理学、
   教育原理＝教育基礎論の単位に充当する。
7.各科目の履修期については、学期毎に配布する時間割表を確認すること。

学
科
選
択
科
目

3.精神保健福祉士受験資格を取得しようとする者は、卒業要件に加えて精神保健福祉士欄に○印が付いている科目をすべて履修すること。
4.高等学校教諭一種免許状（福祉）を取得しようとする者は、卒業要件に加えて高免福祉欄に○印が付いている科目をすべて履修するほか、
　 別表２４、２５に記載のとおり履修すること。
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社会福祉学科　養護教諭コース　専門教育科目（B類） 別表１５

春 秋 春 秋

□ 聖徳教育Ⅰ 1 ○ ○ ○ ○ ○

□ 聖徳教育Ⅱ 1 ○ ○ ○ ○ ○

□ 小笠原流礼法基礎講座 2

□ 社会福祉学Ⅰ(含職業指導) 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

□ 諸外国の社会福祉Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 諸外国の社会福祉Ⅱ 2 ○ ○ ○

□ 社会学 2 ○ ○ ○ ○

□ 社会福祉演習 演 2 ○ ○ ○

□ 卒業論文 3 ○ ○ ○

□ 社会調査法Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 社会調査法Ⅱ 2 ○ ○ ○

□ 児童福祉学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○

□ 医学一般Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○ ○

□ 医学一般Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○ ○

□ 心理学 2 ○ ○ ○ ○ ○

□ 倫理学 2 ○ ○

□ 法学 2 ○ ○

□ 社会福祉学Ⅱ 2 ○ ○ ○ ○

□ 社会保障論Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 社会保障論Ⅱ 2 ○ ○ ○

□ 保健医療制度論 2 ○ ○ ○

□ 医療ソーシャルワーク論 2 ○

□ ソーシャルワークの基盤と専門職 2 ○ ○ ○ ○

□ ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） 2 ○ ○ ○

□ ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

□ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 2 ○ ○ ○

□ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ ソーシャルワークの理論と方法（専門）Ⅱ 2 ○ ○ ○

□ 社会福祉援助技術総論Ⅰ 2 ○ ○

□ 社会福祉援助技術総論Ⅱ 2 ○ ○

□ 保育原理Ⅰ 2 ○ ○

□ 保育者論 2 ○ ○

□ 乳児保育Ⅰ 2 ○ ○

□ 乳児保育Ⅱ 演 1 ○ ○

□ 社会的養護Ⅰ 2 ○ ○

□ 社会的養護Ⅱ 演 1 ○ ○

□ 福祉計画論 2 ○

□ 社会福祉運営管理論 2 ○ ○

□ 社会福祉行財政論 2 ○

□ 介護概論Ⅰ 2 ○ ○

□ 介護概論Ⅱ 2 ○

□ 介護技術 演 1 ○ ○

□ 児童福祉学Ⅱ 2 ○ ○

□ 地域福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 地域福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○

□ 公的扶助論 2 ○ ○ ○

□ 障害福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

□ 障害福祉論Ⅱ 2 ○ ○ ○

□ 障害児保育 演 2 ○ ○

□ 高齢者福祉論Ⅰ 2 ○ ○ ○

□ 高齢者福祉論Ⅱ 2 ○ ○

□ 就労支援論 2 ○

□ 更生保護制度論 2 ○ ○ ○

□ 精神保健福祉の原理Ⅰ 2 ○ ○

□ 精神保健福祉の原理Ⅱ 2 ○ ○

□ 精神障害リハビリテーション論 2 ○ ○

□ 精神保健福祉制度論 2 ○ ○

□ ソーシャルワーク演習 演 1 ○ ○

□ 社会福祉援助技術演習Ⅰ 演 1 ○ ○

□ 社会福祉援助技術演習Ⅱ 演 2 ○ ◎

□ 社会福祉援助技術演習Ⅲ 演 1 ○ ○

　この学科の編入学生の卒業要件は、全学共通科目・学科必修科目３１単位に加え、学科選択科目より３３単位以上履修し、計６４単位以
上単位を修得すること。
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授業科目
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業
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法

単
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護
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諭

社
会
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士

学
科
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修
科
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(

福

祉

)

保
育
士

履修年次

備考

全学共通
科目

3年 4年
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社会福祉学科　養護教諭コース　専門教育科目（B類） 別表１５

春 秋 春 秋

区
分

チ

ェ
ッ
ク
欄

授業科目

授
業
の
方
法

単
位
数

卒
業
必
修

養
護
教
諭

社
会
福
祉
士

精

神

保

健

福

祉

士

高

一

免

(

福

祉

)

保
育
士

履修年次

備考3年 4年

□ 社会福祉援助技術現場実習 実 6 ○ ○ ○ ○

□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ 1 ○ ○ ○

□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ 1 ○ ○ ○

□ 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅲ 1 ○ ○ ○

□ 精神保健福祉援助演習（基礎） 演 1 ○ ○

□ 精神保健福祉援助演習Ⅰ 演 1 ○ ○

□ 精神保健福祉援助演習Ⅱ 演 1 ○ ○

□ 精神保健福祉援助演習Ⅲ 演 1 ○ ○

□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 1 ○ ○

□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 1 ○ ○

□ 精神保健福祉援助実習指導Ⅲ 1 ○ ○

□ 精神保健福祉援助実習 実 5 ○ ○ ○
□ 保育内容総論 2 ○

□ 保育内容指導法Ⅰ 演 1 ○ ○ 健康

□ 保育内容指導法Ⅱ 演 1 ○ ○ 健康

□ 保育内容指導法Ⅲ 演 1 ○ ○ 人間関係

□ 保育内容指導法Ⅳ 演 1 ○ ○ 人間関係

□ 保育内容指導法Ⅴ 演 1 ○ ○ 環境

□ 保育内容指導法Ⅵ 演 1 ○ ○ 環境

□ 保育内容指導法Ⅶ 演 1 ○ ○ 言葉

□ 保育内容指導法Ⅷ 演 1 ○ ○ 言葉

□ 保育内容指導法Ⅸ 演 1 ○ ○ 音楽

□ 保育内容指導法Ⅹ 演 1 ○ ○ 音楽

□ 保育内容指導法ⅩⅠ 演 1 ○ ○ 造形

□ 保育内容指導法ⅩⅡ 演 1 ○ ○ 造形

□ 保育課程論 2 ○ ○

□ 子育て支援 演 1 ○ ○

□ 保育実習Ⅰ（保育所） 実 2 ○ ○

□ 保育実習Ⅰ（施設） 実 2 ○ ○

□ 保育実習Ⅱ（保育所） 実 2 △ ○

□ 保育実習Ⅲ（施設） 実 2 ▲ ○

□ 保育実習指導Ⅰ 演 1 ○ ○ ○

□ 保育実習指導Ⅱ（保育所） 演 1 △ ○

□ 保育実習指導Ⅲ（施設） 演 1 ▲ ○

□ 保育技能Ⅰ 実 2 ○ ○ ○ 音楽実技

□ 保育技能Ⅱ 実 2 ○ ○ ○ 音楽実技

□ 保育技能Ⅲ 演 1 ○ ○ 音楽理論

□ 保育技能Ⅳ 演 1 ○ ○ 音楽理論

□ 保育技能Ⅴ 演 1 ○ ○ 図画工作

□ 保育技能Ⅵ 演 1 ○ ○ 図画工作

□ 保育技能Ⅶ 演 1 ○ ○ 専門体育

□ 保育技能Ⅷ 演 1 ○ ○ 専門体育

□ 保育技能Ⅸ 演 1 ○ ○ 児童文化

□ 保育技能Ⅹ 演 1 ○ ○ 児童文化

□ 保育技能ⅩⅠ 演 1 ○ ○ 児童文化

□ 保育実践演習 演 2 ○ ○

□ 介護実習Ⅰ 実 2 ○ ○

□ こころとからだのしくみⅠ 2 ○ ○

□ こころとからだのしくみⅡ 2 ○ ○

□ 精神医学 4 ○ ○ ○

□ 精神保健学Ⅰ 2 ○ ○

□ 精神保健学Ⅱ 2 ○ ○

□ 子どもの保健 2 ○ ○

□ 子どもの健康と安全 実 1 ○ ○

□ 養護概説 2 ○ ○

□ 学校保健Ⅰ 2 ○ ○

□ 学校保健Ⅱ 2 ○ ○

□ 健康相談活動 2 ○ ○

□ 健康科学 2 ○ ○

□ 衛生学 2 ○ ○

□ 公衆衛生学 2 ○ ○

□ 免疫学 2 ○ ○

□ 解剖生理学 2 ○ ○

□ 基礎看護 2 ○ ○

□ 小児看護 2 ○ ○

□ 成人看護 2 ○ ○

□ 学校救急看護 2 ○ ○

□ 精神看護 2 ○ ○

□ 看護実習 実 1 ○ ○ ○

□ 精神保健 2 ○ ○

□ 母性保健 2 ○ ○

学
　
科
　
選
　
択
　
科
　
目
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社会福祉学科　養護教諭コース　専門教育科目（B類） 別表１５

春 秋 春 秋

区
分

チ

ェ
ッ
ク
欄

授業科目

授
業
の
方
法

単
位
数

卒
業
必
修

養
護
教
諭

社
会
福
祉
士

精

神

保

健

福

祉

士

高

一

免

(

福

祉

)

保
育
士

履修年次

備考3年 4年

□ 保育の心理学 2 ○ ○

□ 子ども家庭支援の心理学 演 2 ○ ○

□ 子どもの理解と援助 演 1 ○ ○

□ 発達心理学Ⅰ 2 ○ ★

□ 発達心理学Ⅱ 2 ○

□ 教育心理学 2 ○ ★

□ 栄養学 2 ○ ○

□ 食品学 2 ○ ○

□ 家族援助論 2 ○ ○

□ 子どもの食と栄養 演 2 ○ ○

□ 権利擁護と成年後見制度 2 ○ ○ ○

□ 教育原理 2 ○ ○ ★

□ 環境論 2 ○

□ 社会福祉学特論Ⅰ 2 ○

□ 社会福祉学特論Ⅱ 2 ○

□ 社会福祉学特論Ⅲ 2 ○

260 31 37 72 70 48 70

【授業の方法】演：演習、実：実験・実習、無印：講義をさす。

【履修年次】履修年次欄の○印は開講時期をさす。◎印は開講時期に週２コマの授業があることをさす。

　　2.社会福祉士受験資格を取得しようとする者は、卒業要件に加えて社会福祉士欄に○印の付いている科目をすべて履修すること。

　　6．備考欄の★の科目は、教員免許状を取得する場合、別表24において発達心理学Ⅰ＝発達心理学、教育心理学＝教育心理学、
    　　教育原理＝教育基礎論の単位に充当する。

　　7.各科目の履修期については、学期毎に配布する時間割表を確認すること。
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　　1．養護教諭一種免許状を取得しようとする者は、卒業要件に加えて養護教諭欄に○印がついている科目をすべて履修するほか、
       別表２４、２５に記載のとおり履修すること。

　　3.精神保健福祉士受験資格を取得しようとする者は、卒業要件に加えて精神保健福祉士欄に○印が付いている科目をすべて履修
　　すること。

　　4．高等学校教諭一種免許状（福祉）を取得しようとする者は、卒業要件に加えて高免福祉欄に○印が付いている科目をすべて履修
　　するほか、別表２４、２５に記載のとおり履修すること。

　　5.保育士の資格を取得しようとする者は、
　　（1）卒業要件に加えて保育士欄に○印がついている科目をすべて
　　（2）△保育実習Ⅱ（保育所）・△保育実習指導Ⅱ（保育所）または▲保育実習Ⅲ（施設）・▲保育実習指導Ⅲ（施設）いずれかの組み合わせ
　　（3）全学共通科目の「小笠原流礼法基礎講座」を履修すること
　　　また、編入前の学校等において、英語２単位、体育２単位を履修していない場合は「英語Ⅰ」・「英語Ⅱ」・「基礎専門体育Ⅰ」
 　　 ・「基礎専門体育Ⅱ」を履修すること。
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